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地域医療連携病院のご紹介

編集
後記

た。保健師、施設のケアマネージャー、医師、病院のコメディカル、薬剤
師や各施設の施設長などを交えて、月に一度の定例会を行っています。
顔見知りになることで連携がスムーズになっていると思います。毎回
20～30人くらい参加していただいています。

山脇：中芸地区は地域に根付いた医療保健活動を昔からされていて、
今回ニーズがありましたので当院が2006年4月に「結いの会」を立ち
上げました。安芸保健所の杉本先生にもこの会に参加していただいた
ことにより、地域を網羅するような繋がりができていると思います。
　ある程度、技術の標準化というのは大前提だと思います。地域の介
護力を含めて年に1つ何か項目をあげ、地域全体でどこの施設でも同
じように共通したレベルでサービス提供できるように今後も動いてい
く予定です。それによって、当院の地域連携室にもいろいろな情報が
集まってくるようになると思います。

Q：「結いの会」を行っていることでメリットはどういう点ですか?
山脇：やはり、顔が見えるようになったことです。始めは地域の苦情が
たくさんきましたが、逆にそれがメリットとなりました。例えば、お薬
に関してですが、患者さんが飲んでいるか飲んでないかわからないと
か、こんなにたくさんお薬があるとご飯も食べられないということが、
在宅では直接見えます。その後、薬剤師にも会に入っていただき、いろ
いろなアドバイスを行ってもらっています。

Q：地域連携室のモットー、課題はありますか?
高橋：モットーは「どのような病態の患者さんでも積極的に受け入れ
る」ということです。課題は救急隊の方や急性期の医療機関などと密
に関係を持ち、当院の特徴や機能など、認知度を少しでも上げていきた
いという点です。当院は急性期がありますので、病状の変化にも対応
可能です。

お忙しいなか、取材にご協力いただきありがとうございました。

広報誌「にじ」に関するご要望・ご意見等をお寄せください。renkei@khsc.or.jp
Kochi Health Sciences Center Home Page ：http//www.khsc.or.jp/

　田野病院は昭和60年4月1日に開院しました。一般病床88床で回
復期リハビリテーション病棟42床を含みます。居宅介護支援事業所
「たの」、通所リハビリテーション「たの」、ホームヘルパーステーション
「たの」、訪問リハビリテーション「たの」といった施設も持っており、
急性期から在宅まで幅広く対応でき、県東部地区の中核を担う医療機
関として地域に密着した役割を果たしています。高知医療センターと
は、救急ヘリを使用した連携がよくとれている医療機関でもあります。
今回は看護部長の吉川美穂さん、地域連携室の高橋ゆかり看護師長と
回復期リハ棟担当の山脇光看護師長にお話をお伺いしました。

Q：地域連携室の設立はいつですか?
高橋：2006年3月に立ち上げました。以前は、転院の受け入れなどの
業務は医療相談室で行っていました。回復期リハ病棟対象の患者さん
の受け入れ業務に加え、在院患者さんの退院調整を行っています。高
齢者が多い為、介護ケアの継続を円滑に行う為に地域の施設、ケアマ
ネージャー、保健師等との密なる連携の必要性がありました。地域連
携室のメンバーとしては私が主に一人で担当していますが、病棟業務
もありますので、不在の時などは看護部長の吉川が代わりに対応して
います。

Q：業務内容についてお聞かせいただけますか?
吉川：当院は急性期（一般）と回復期リハ病棟はありますが、療養病棟は
持っておりません。高知県東部の患者さんは、こちらにも来られます
が市内の方にも行かれます。医療センターにもヘリ搬送される患者さ
んもいます。その後こちらに帰ってくる時に一度、当院でリハビリや在
宅へ向けて、あるいは施設の紹介などについて調整させていただいて
います。

Q：地域のケアマネージャーさん等との連携はいかがですか?
高橋：現在は、ケアマネージャーさんにも一緒に病棟で行うケースカン
ファレンスに参加していただき、退院調整をしています。以前は施設
間の繋がりがありませんでしたので、地域の会「結いの会」を作りまし
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